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　秋
あき

元
もと

家は江戸時代に譜代大名として幕府を支え、
最後の館林藩主をつとめた家です。鎌倉時代の武将
宇都宮頼綱の子泰

やす

業
なり

が上総国周
す

准
す

郡秋元荘（千葉県
君津市）を領し、その７代後の師朝の時から秋元を
名乗ったといいます。
　戦国時代末期の天文10年（1541）、政朝・景

かげ

朝
とも

の代に武蔵国深谷（埼玉県深谷市）に移り、深谷城
主上杉氏に仕えました。
　景朝の子長

なが

朝
とも

は北条氏に屈しますが、小田原の役
後に徳川家康に従属し、関ヶ原の戦いの功により慶
長６年（1601）上

こう

野
ずけ

国総社（前橋市）に１万石を
賜り、初代総社藩主となりました。
　２代泰

やす

朝
とも

は日光造営奉行などをつとめ、寛永10
年（1633）に１万８千石で甲

か

斐
い

国谷
や

村
むら

（山梨県都
留市）に移封となりました。
　その後、４代喬

たか

知
とも

が寺社奉行や老中など幕府の重
職をつとめ、宝永元年（1704）に５万石で武蔵国
川越（埼玉県川越市）に移封となりました。喬知は
さらに１万石を加増され、幕末まで秋元家は６万石
を襲封しました。
　７代凉

すけ

朝
とも

も寺社奉行や老中をつとめ幕政を取り仕
切りましたが、その辞職を機に明和４年（1767）

元号（西暦）当主  事項
天保10年
（1839）

志朝 志朝（秋元家10代）、家督を継ぐ。

弘化２年
（1845）

志朝、山形から館林へ移封。

弘化４年
（1847）

秋元家９代久朝、没す。
館林藩校「求道館」開設。

嘉永３年
（1850）

志朝、躑躅ヶ崎（つつじが岡公園）の花見をする。

嘉永６年
（1853）

ペリー来航。

安政元年
（1854）

志朝、江戸湾警備を命じられる。

安政２年
（1855）

領内の絵図「封内経界図誌」が完成する。
江戸で大地震が起きる。

安政３年
（1856）

志朝、藩政改革を行う。館林藩領赤生田村で大洪
水が起き、志朝が村民を救済する。

安政４年
（1857）

館林藩校「求道館」を改編した「造士書院」開
設。前年の洪水時における志朝の領民救助活動を
称え、赤生田村民が「生祠秋元宮」をまつる。

安政６年
（1859）

志朝、太田資始五男礼朝を養子とする。

万延元年
（1860）

館林藩士岡谷荘三郎が条約批准の幕府使節団に随
行し渡米。

文久元年
（1861）

志朝、アメリカ公使館が置かれた江戸麻布の善福
寺の警固を命じられる。

文久２年
（1862）

志朝、河内領内の天皇陵修復を願い出る。

元治元年
（1864）

河内領内の雄略天皇陵を修復する。長州征討が起
こり、志朝は幕府と長州間の調整（周旋）を行う
が失敗し、幕府より隠居を命じられる。

礼朝 礼朝（秋元家11代）、家督を継ぐ。
慶応２年
（1866）

礼朝、奏者番となる。

慶応３年
（1867）

幕府が大政奉還をし、王政復古の大号令が発せら
れる。

明治元年
（1868）

戊辰戦争が起こり、館林藩は新政府軍につき会
津・仙台方面へ進軍する。

明治２年
（1869）

版籍奉還により礼朝が館林藩知事となる。

　秋元家10代志
ゆき

朝
とも

と11代礼
ひろ

朝
とも

が藩主をつとめたの
は幕末維新の動乱期でした。嘉永６年（1853）に
ペリーが来航したのを受け、翌年の安政元年（1854）
に館林藩は江戸湾警備を命じられました。安政2年
に志朝は大筒を中心とした軍事演習を行っていま
す。しかし、武備を整える必要だけでなく、同年に
発生した安政江戸地震で江戸屋敷にも被害があり、
山形にあった出羽分領の旱

かん

魃
ばつ

も重なって、財政難に
直面しました。
　志朝は家中に対して安政４年から５年間の家禄削
減と経費節減を直書で発し、さらに産業振興により
財政健全化を果たしました。また、安政４年には藩
校求道館を改編・拡充した造士書院を開設して藩士
子弟の教育改革にも注力しました。

　文久３年（1863）８月18日の政変
で幕府と長州藩の対立が鮮明になる
と、館林藩内では尊攘派から幕府と
長州藩の仲介を館林藩が請け負う幕長
周旋が主張されました。一方、長州藩
との内通を幕府に疑われてしまうとす
る慎重論の立場もあり、藩内対立の結
果、尊攘派が優位に立ちました。しか

　秋元家は明治維新後、華族に列せられました。明
治４年（1871）７月の廃藩置県により館林藩は館
林県と改まり、礼朝は知藩事の任を免じられて東京
に移りました。ここに館林藩の歴史は幕を閉じまし
た。礼朝はこの時隠居し、養子興

おき

朝
とも

が家督を継ぎま
した。その後、明治９年に志朝、明治16年に礼朝
が没しています。
　館林を離れても秋元家は館林との関係をもち続け
ました。秩禄処分で生活が困窮した旧館林藩士のた
めに、興朝は明治16年に困窮士族救済案として全
国にいる旧藩士のうち困窮している者へ1,000円の
補助金を出しました。さらに、旧藩士の就産事業費
用を旧臣村山具

とも

胆
み

に託し、城沼水産事業がはじめら
れました。また、旧藩士子弟への奨学金も出しました。
　秋元家への恩義を篤く感じていた旧臣らは三の丸
など旧館林城の土地の一部を買い戻し、明治27年
に秋元家へ献納しました。
　興朝が大正６年（1917）に没すると養子春朝が
家督を継ぎ、所有する三の丸を公園にして開放した
り、秋元文庫を創設したりするなどして、引き続き
館林との関わりを強くもちました。

に出羽国山形（山形市）に移封となりました。
　弘化２年（1845）、10代志

ゆき

朝
とも

のときに上野国館
林（館林市）に移封となりました。志朝が館林藩主
の頃には幕末の動乱期となり、11代礼

ひろ

朝
とも

のときに
新政府軍として戊辰戦争に参加しました。明治２年
（1869）の版籍奉還で礼朝は館林藩知事となり、明
治４年の廃藩置県で館林藩は終焉を迎えました。
　館林市には秋元家の資料が数多くあります。元和
元年（1615）の大坂夏の陣後に２代泰朝が徳川家
康から拝領して秋元家の家宝となった「無之字槍」
や、天保期から幕末までの幕府の記録である「奏

そう

者
じゃ

番
ばん

手
て

控
びかえ

」、10代志朝が藩領の記録として作成させた
絵図「封

ほう

内
ない

経
けい

界
かい

図
ず

誌
し

」など、貴重な歴史資料として
伝わっています。

元号（西暦）当主  事項
明治４年
（1871）

廃藩置県により館林藩が廃止され、館林県が置かれる。
礼朝、戸田忠至二男興朝を養子とする。

興朝 興朝（秋元家12代）、家督を継ぐ。
明治７年
（1874）

興朝、館林小学校校舎新築費を寄付する。
以後、15年間に渡り寄付を継続する。

明治９年
（1876）

秋元家10代志朝、没す。

明治13年
（1880）

興朝、士族授産のため1万5千円を分与する。

明治16年
（1883）

秋元家11代礼朝、没す。

明治17年
（1884）

興朝、子爵となる。

明治27年
（1894）

旧藩士が旧館林城地の一部を秋元家に献納する。

明治29年
（1896）

旧館林城三の丸に秋元志朝頌徳碑が建立される。

明治35年
（1902）

興朝、毛利元功二男春朝を養子とする。

大正６年
（1917） 春朝

秋元家１2代興朝、没す。
春朝（秋元家13代）、家督を継ぐ。

大正７年
（1918）

館林城三の丸に土橋門を復元し三の丸公園として
町民に開放する。館林町肴町（本町二丁目）に秋
元文庫が創設される。

昭和５年
（1930）

東京駿河台の本邸から館林の秋元別邸へ庭石等を
移す。

昭和９年
（1934）

秋元文庫を館林町に寄付し館林町立図書館が開館
する。

昭和23年
（1948） 順朝

秋元家13代春朝、没す。
順朝（秋元家14代）、家督を継ぐ。

昭和36年
（1961）

秋元家より秋元別邸の土地と建物が群馬県に売却
されつつじが岡第二公園となる。

し、結果的に幕長周旋は失敗に終わりました。
　元治元年（1864）７月には長州藩が京都に攻め
込む禁門の変が起き、幕府が長州征討を西南諸藩に
命じる事態になりました。この頃、幕府は志朝が長
州に内通していると疑い、藩主引退を求めました。
そのため、藩内尊攘派が失脚して藩論は佐幕派に転
じ、志朝は藩主を降りました。
　志朝の跡を礼朝が継いだ後、慶
応２年（1866）には薩長同盟が
成立して倒幕運動が加速し、翌年
には大政奉還がなされ、王政復古
の大号令が出されます。さらに明治元年（1868）に、
新政府軍と旧幕府軍による戊辰戦争が起きました。
　礼朝はこうした情勢を受けて藩論を勤王派に転
じ、幕府と袂

たもと

を分かちました。明治元年３月３日、
勤王の意を示すために礼朝は上洛を目指しましたが、
上洛決定の遅れを理由に新政府から謹慎を命じられ
ました。３月29日、謹慎を解かれた礼朝は館林藩
を戊辰戦争に加わらせ、９月の会津戦争まで官軍の
一翼を担いました。
　明治２年６月、戊辰戦争の功績により、礼朝は太
政官から１万石の賞典を与えられました。さらに同
月に版籍奉還が実施され、藩主は知藩事に改められ、
礼朝は館林藩知事となりました。

館林最後の藩主秋元家 秋元家略年譜（志朝以降）

秋元志朝と礼朝～幕末の館林藩～ 明治維新後の秋元家

秋元志朝写真
（市立資料館所蔵）

秋元礼朝肖像
（市立資料館所蔵）

無之字槍（市立資料館所蔵） 奏者番手控（市立図書館所蔵）

封内経界図誌（市立資料館所蔵）

秋元家歴代当主（江戸時代） 
当主（藩主）名 生没年 城地 石　高
初代 長

なが

朝
とも

1546~1628 総社 １万石
２代 泰

やす

朝
とも

1580~1642 総社・谷村 １~1.8万石
３代 富

とみ

朝
とも

1610~1657 谷村 1.8万石
４代 喬

たか

知
とも

1649~1714 谷村・川越 1.8~６万石
５代 喬

たか

房
ふさ

1683~1738 川越 ６万石
６代 喬

たか

求
もと

1716~1744 川越 ６万石
７代 凉

すけ

朝
とも

1717~1775 川越・山形 ６万石
８代 永

つね

朝
とも

1738~1810 山形 ６万石
９代 久

ひさ

朝
とも

1792~1847 山形 ６万石
10代 志

ゆき

朝
とも

1820~1876 山形・館林 ６万石
11代 礼

ひろ

朝
とも

1848~1883 館林 ６万石

前橋市（総社）

館林市

山形市

都留市 ( 谷村 )

川越市

凡例： ■移封地
　　　●所領ほか

館林最後の藩主秋元家ゆかり館林まちあるきマップ

〈表紙写真〉秋元春朝投網像と旧秋元別邸

〈写真提供〉中山健一 SATO-NUMA.JP

〈協　　力〉つつじのまち観光課　館林市立図書館　
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ACCESS

電車でのアクセス

館
林
駅

浅草駅

伊勢崎駅

東武伊勢崎線特急で約60分

東武伊勢
崎線

約60分

東武伊勢崎線にて、
浅草駅から特急で約 60分
伊勢崎駅から約 60分
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秋元家家紋
（秋元木瓜）

【コラム】　秋元家4代喬知のとき、宝永
4年（1707）から7年にかけて起こっ
た山城国八瀬村（京都市左京区）と比叡
山の境界論争がありました。喬知は老中
として八瀬村勝訴の裁断を下し、その報
恩として喬知を祀った秋元神社が建立さ
れました。（現在は八瀬天満宮に合祀）

館
林
最
後
の
藩
主

 

　
　
　
　秋
元
家
ゆ
か
り



　慶長13年（1608）に城下町北部（朝日町）に開山し
た寺院で、秋元家の家老岡

おか

谷
のや

瑳
さ

磨
ま

介
のすけ

や、戊辰戦争で
戦死した隊長石川喜四郎、山形から館林への「お国
替絵巻」を描いた山田音羽子など、秋元家ゆかりの
人物の墓が数多くあります。幕臣小

お

栗
ぐり

上
こう

野
ずけ

介
のすけ

が権田
村（高崎市）で斬首された際には、東山道総督府が置
かれていた館林城内で首実
検が行われ、秋元家の位牌
寺である泰安寺と親交が
あった法輪寺にその首が埋
葬されました。

　旧館林城三の丸の門は明治７年（1874）の火災で
焼失しましたが、それを復元したのが土橋門です。
明治27年に旧城地の一部を旧藩士たちから献納さ
れた秋元家は、大正7年に土橋門を復元し、三の丸
公園として土地を開放しました。昭和25年に秋元
家から館林町に三の丸の土地が寄付されましたが、
その後、簡易な門が建てられ「黒門」とも呼ばれて
いました。昭和58年に、近
世の絵図や発掘調査成果を参
考にして、秋元家が復元した
ものとほぼ同じ形の土橋門が
復元されました。

　館林城は戦国時代に赤井氏によって築
かれ、長尾氏や北条氏の支配を経て、天
正18年（1590）、徳川家康の家臣榊

さかき

原
ばら

康
やす

政
まさ

が城主となりました。
　以後、館林城は榊原家・大

お

給
ぎゅう

松平家・
徳川家（のちの５代将軍徳川綱吉）・越

お

智
ち

松平家・太田家・井上家・秋元家の７
家の親藩・譜代大名の居城となり、秋元
家の時に明治維新を迎えました。
　その後、明治７年（1874）に武家屋
敷から出火した火災によって城内の主な
建物を失い、その後焼け残った建物も廃
城令により取り壊されました。土地は民
間に払い下げられ、秋元家や旧藩士たち

が一部を買い戻しています。
　城跡地の多くは工場用地や学校用地、
官公庁となって大きく変貌しましたが、
現在でも堀や土塁遺構が一部残されてい
ます。

　天文元年（1532）、赤井照光が館林城築城に際し
て城の鬼門にあたる方角に守護神として創建した
と伝わる神社です。天正18年（1590）に館林城主と
なった榊原康政が再建し、正保２年（1645）に城主
松平乗

のり

寿
なが

が社殿を修築して以降、歴代城主が修復に
つとめており、秋元家も寄進しています。
　明治40年（1907）、明治初期に旧藩士らが秋元家
の歴代の霊をとどめるために鷹匠町（大手町）に創建
した瓜内稲荷神社を合祀しました。瓜内稲荷神社は
御神体として、元和元年（1615）に２代泰朝が大坂
夏の陣で着用したと伝わる「秋
元泰朝公所用具足」を祀りまし
た。合祀の結果、この具足は
社宝として尾曳稲荷神社に伝
わりました。現在、市指定重
要文化財であり、市立資料館
で保管されています。

　旧館林城の八
はち

幡
まん

郭
ぐるわ

に位置します。明治43年
（1910）館林城跡に工場を移転した上毛モスリン株
式会社が専務取締役の別荘として建て、数年後に秋
元家の所有になりました。明治維新後に東京の駿河
台へ移り住んだ秋元家は、昭和５年（1930）に本
邸の庭園「富春園」から庭石をこの邸宅の庭に移し、
秋元家13代春朝が滞在していました。秋元家にゆ
かりのある建物として、市民から親しみを込めて秋
元別邸と呼ばれてきました。
　昭和36年に秋元春朝の子順

なお

朝
とも

から群馬県へ土地・
建物ともに売却され、つつじが岡第二公園として公
開されるようになりました。
　建物は増改築が繰り返されており、当初からあっ
た主屋部分、昭和５年に増築された西側の洋間があ
る離れ座敷部分、昭和16年に増築された土蔵風物
置・渡り廊下部分からなります。建物南側には秋元
神社、秋元家が昭和５年に庭石を移したことを記念
する「富春
園の碑」、
大 正 ８ 年
（1919）の
彫 刻 作 品
「秋元春朝
投網像」が
あります。

　安政３年（1856）の大洪水に際して、館林藩主秋
元志朝は食糧を積んだ救助船を出し、救助米の配給
などを行い、赤生田村民を救済しました。それに感
謝した赤生田村民が感謝の意を込めて翌年に志朝
を祀った小祠です。石製の祠には正面に「秋元宮」、
右側に「安政四年十月四日」、左側に「赤生田村」と
記されています。当初は路傍にあ
りましたが、安政５年に永明寺
西側の菅原神社境内地に移転し、
さらに平成６年（1994）に永明寺
境内へ移転しました。館林市指定
史跡になっています。

　明治29年（1896）９月建立の旧藩主秋元志朝を顕
彰する碑で、旧館林城三の丸にあります。志朝は明
治９年に没していますが、明治29年５月に生前の
功によって従三位が追贈されました。旧藩士はこれ
を喜び、追贈記念としてこの碑が建てられました。
碑文には志朝の経歴や、その後継であ
る礼朝、興朝について記されました。
碑文の書は志朝の養孫にあたる秋元
興朝によるものです。郷土の文豪田山
花袋の作品『姉』では、この碑が三の
丸で一番大きいと記されており、実際
に４m以上の高さがあります。

　秋元家臣で100石を拝していた伊
い

王
お

野
の

惣七郎の屋
敷であった、秋元家藩主時代から残る武家住宅です。
元は館林城惣

そう

郭
ぐるわ

の外伴木（尾曳町）にありました。
　伊王野家は２代秋元泰朝のときに秋元家へ仕えま
した。明治27年（1894）に伊王野家が東京に移住す
ることとなり、その親戚である山田家がこの家に入
りました。平成12年（2000）に
山田家から市に寄贈され、平成
13年から鷹匠町武家屋敷「武鷹
館」に移築復元し公開されまし
た。市指定重要文化財になって
います。

　館林市立図書館は、大正７年（1918）に設立され
た秋元文庫が元となっています。秋元家は所有して
いた和漢洋の蔵書の保存と一般閲覧ができるように
することを目指し、肴町（本町二丁目）にあった旧館
林警察署建物に秋元文庫を開設しました。昭和８年
（1933）に秋元春朝から館林町へ敷地・建物ごと寄
付され、翌年館林町立図書館となりました。その後
も市が引継ぎ、昭和49年に
建設された現在の館林市立図
書館でも「秋元文庫」として
秋元家旧蔵資料が保管され、
閲覧することができます。

　尾曳稲荷神社には浮世絵師北尾重光が描いた戊辰
戦争期の絵馬が２枚あり、ともに館林市指定重要文
化財となっています。
　「明治戊辰戦争磐城進撃絵馬」は明治２年（1869）
の奉納で、秋元礼朝の命により館林藩兵が戊辰戦争
で岩代国（福島県会津地方）に進軍した様子が描
かれています。磐梯山や安達太良山を背景に、銃を
持った28人の兵士らが描かれています。画面中央
には狐が描かれ、稲荷の加護による戦勝を感謝して
奉納されたと考えられます。
　「明治戊辰戦争凱旋絵馬」も明治２年の奉納で、
館林藩兵土屋隊の藩士たちが描かれています。尾曳
稲荷神社を背景とし、土屋隊23人が並んでおり、
会津での戦勝を感謝して凱旋記念に奉納されました。

館林城の歩みとその後

明治6年、最後期の館林城が立体的に描かれた「館
林城絵馬」（市指定重要文化財／尾曳稲荷神社所蔵）

❶ 尾曳稲荷神社（館林市尾曳町） ❷ 旧秋元別邸（館林市尾曳町）

❺ 生祠秋元宮
（館林市赤生田本町・永明寺境内）

❸ 秋元志朝頌徳碑（館林市城町） ❼ 旧館林藩士住宅〈武鷹館〉
（館林市大手町）

❽ 秋元文庫〈館林市立図書館〉
（館林市城町）

❻ 法輪寺（館林市朝日町）

❹ 旧館林城土橋門（館林市城町）

戊辰戦争の絵馬

尾曳稲荷神社社殿
旧秋元別邸

法輪寺

市指定史跡　生祠秋元宮

市指定重要文化財　明治戊辰
戦争磐城進撃絵馬（尾曳稲荷
神社所蔵）

市指定重要文化財　明治戊辰
戦争凱旋絵馬（尾曳稲荷神社
所蔵）

市指定重要文化財　
秋元泰朝公所用具足
（尾曳稲荷神社所蔵／
市立資料館保管） 秋元文庫（市立図書館内）旧館林城土橋門（復元）

秋元志朝頌徳碑
市指定重要文化財
旧館林藩士住宅

総合福祉総合福祉
ー
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2
2
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2
2

• •

• •

I.C.

• •

ダノン城沼アリーナダノン城沼アリーナ
（城沼総合体育館）（城沼総合体育館）
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田中正造記念館田中正造記念館
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り
ん
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ま
え

1 2 4 7

江戸時代の館林城主（藩主） 
藩主名 在任期間 石　高

榊原
康
やす

政
まさ
1590 ～ 1606年 10万石

康
やす

勝
かつ
1606 ～ 1615年 10万石

忠
ただ

次
つぐ
1615 ～ 1643年 10～11万石

松平 
（大給）

乗
のり

寿
なが
1644 ～ 1654年 ６万石

乗
のり

久
ひさ
1654 ～ 1661年 5.5万石

徳川 綱
つな

吉
よし
1661 ～ 1680年 25万石

徳
とく

松
まつ
1680 ～ 1683年 25万石

（廃城  1683 ～ 1707年）

松平 
（越智）

清
きよ

武
たけ
1707 ～ 1724年 2.4 ～ 5.4万石

武
たけ

雅
まさ
1724 ～ 1728年 5.4万石

太田 資
すけ

晴
はる
1728 ～ 1734年 ５万石

資
すけ

俊
とし
1740 ～ 1746年 ５万石

松平 
(越智)

武
たけ

元
ちか
1746 ～ 1779年 5.4 ～ 6.1万石

武
たけ

寛
ひろ
1779 ～ 1784年 6.1万石

斉
なり

厚
あつ
1784 ～ 1836年 6.1万石

井上 正
まさ

春
はる
1836 ～ 1845年 ６万石

秋元 志
ゆき

朝
とも
1845 ～ 1864年 ６万石

礼
ひろ

朝
とも
1864 ～ 1869年 ６万石


